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業績予想値と決算値との差異及び業績予想の修正に関するお知らせ  

 
 平成 22 年７月 13 日に公表した平成 23 年５月期（平成 22 年６月１日～平成 23 年５月 31 日）第２四半

期累計期間の業績予想値と本日公表の決算において差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 また、平成 23 年５月期通期の業績予想につきましても修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 
１．業績予想値と決算値との差異 

(１)平成 23 年５月期第２四半期（累計）連結業績予想値と決算値との差異 

 （平成 22 年６月１日～平成 22 年 11 月 30 日）              （金額の単位：百万円） 
 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（A） 41,129 2,042 2,088 787 56 円 17 銭

実  績  値（B） 43,023 2,265 2,260 1,049 74 円 91 銭

増  減  額（B－A） 1,894 223 172 262 －

増  減  率（％） 4.6 10.9 8.2 33.3 －

(ご参考) 
前年同四半期実績 

38,407 2,052 2,052 1,077 76 円 89 銭

 
(２)平成 23 年５月期第２四半期（累計）個別業績予想値と決算値との差異 

 （平成 22 年６月１日～平成 22 年 11 月 30 日）   
 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（A） 40,856 2,085 2,047 787 56 円 17 銭

実  績  値（B） 42,770 2,284 2,241 1,062 75 円 82 銭

増  減  額（B－A） 1,914 199 194 275 －

増  減  率（％） 4.7 9.5 9.5 34.9 －

(ご参考) 
前年同四半期実績 

38,183 2,098 2,044 1,095 78 円 21 銭

 

 

 



２．通期業績予想の修正 

(1)平成 23 年５月期通期連結業績予想数値の修正 

(平成 22 年６月１日～平成 23 年５月 31 日)                   (金額の単位：百万円） 
 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（A） 87,003 4,326 4,391 2,033 145 円 11 銭

実  績  値（B） 88,000 4,372 4,400 2,230 159 円 17 銭

増  減  額（B－A） 997 46 9 197 －

増  減  率（％） 1.2 1.1 0.2 9.7 －

(ご参考) 
前期実績 

80,190 4,170 4,166 2,221 158 円 54 銭

 
(２)平成 23 年５月期通期個別業績予想数値の修正 

(平成 22 年６月１日～平成 23 年５月 31 日)     
 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（A） 86,426 4,449 4,361 2,007 143 円 25 銭

実  績  値（B） 87,424 4,494 4,370 2,220 158 円 45 銭

増  減  額（B－A） 998 45 9 213 －

増  減  率（％） 1.2 1.0 0.2 10.6 －

(ご参考) 
前期実績 

79,725 4,245 4,152 2,215 158 円 17 銭

 
３．修正理由 

（業績予想値と決算値との差異） 

第２四半期累計期間の連結・個別業績予想値と決算値の差異につきましては、売上高は購買頻度の高い商

品約 100 品目以上を２割から５割値下げした「生活応援宣言セール」や岡山、倉敷、備後エリアの各店舗

において 11 月に実施した、曜日替わりの超特価セール「大黒天感謝祭セール」などにより多くのお客様か

ら支持を得ることができ、当初見込みを上回る結果となりました。営業利益及び経常利益は、売上高の増加

による影響と、管理コストの一層の見直しと作業効率の改善により販売費及び一般管理費の圧縮を図ること

ができ、当初見込みを上回る結果となりました。また、四半期純利益は、経常利益の増加による影響及び当

期より適用した資産除去債務に関する会計基準の適用による過年度分の特別損失計上により当初見込みを

上回る結果となりました。これにより、上記の通り差異が生じました。 

 
（通期業績予想） 

 通期の連結・個別業績予想につきましては、第２四半期までの業績と状況を勘案し、下期計画の見直しを

検討した結果、上記の通り業績予想を修正いたします。 

 
（注）上記業績予想については、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する前提に基づいて

おり、実際の業績は様々な要因によって異なる可能性があります。 

    

   以  上 


